
JP 2016-100016 A5 2018.12.13

10
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【公開番号】特開2016-100016(P2016-100016A)
【公開日】平成28年5月30日(2016.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2016-033
【出願番号】特願2015-225816(P2015-225816)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   7/00     (2017.01)
   Ｇ０６Ｔ  11/80     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    7/00     ２００Ｚ
   Ｇ０６Ｔ   11/80     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月29日(2018.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　曲線の部分（単数または複数）が図１０に示すように画像の外側に描かれた場合、これ
らの部分（単数または複数）は考慮されない。これは、図１４に示されており、３つの連
続したポリライン１４０、１４２、１４４が図１０の曲線から構築されている。画像の外
側の（すなわち、画像に重ならない）曲線の部分は無視され、システムは３本の独立した
曲線が画像に重ねて描かれていると認識する。図１４では、１つの連続したポリライン１
４０、１４２、１４４が、各独立した曲線に対して計算されている。実際、曲線の無視さ
れた部分は、（ｉ）画像の外側に位置し、（ｉｉ）曲線と画像の縁との第１の交点から曲
線と画像の縁との第２の交点に延びる部分である。言い換えると、（画像の内側と外側に
描かれる）曲線の保持される部分は、（ｉ）画像の内側で、（ｉｉ）（ａ）曲線と画像の
縁との第１の交点から曲線と画像の縁との第２の交点に、または、（ｂ）曲線と画像の縁
との第１の交点から画像の内側の曲線の終点に、延びる部分である。例えば、ステップＳ
４０で構築された連続したポリライン１４２は、画像の縁に２つの終点があり、連続した
ポリライン１４０、１４４は、縁に１つだけ終点があり、第２の終点は、画像の内側にあ
る。曲線が全体的に画像に重ねて描かれる場合、完全な曲線が保持されることは理解され
よう。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　次に、図７のステップＳ５０で、少なくとも１つの辺が計算された連続したポリライン
の線の１つである画像の全てのピクセルを識別する。連続したポリラインが、描かれた曲
線からマスク上に構築された場合、マスクのピクセルを識別することを理解されよう。図
１７は、図１６のポリラインと、識別されたピクセルとを示す。このステップは、ポリラ
インの両側にある２つのピクセルからなるポリラインの縁を作成し、この２つのピクセル
の縁が、閉じられたエリアに属するピクセルの識別を容易にし、閉じられたエリアの計算
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は容易になり、ポリラインに接触するピクセルが、正確な閉じられたエリアに確実に割り
当てられるようにする。
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